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〈彦根市清掃センター〉
プロフィール

新ごみ処理施設（1 市 4 町広域施設）供用
開始までまだ時間がかかります。ごみを
正しく分別し、燃やすごみを減らして施
設への負荷を減らしましょう。

なんと！県内で稼働している最も古い焼却処理施設なんです

森脇：とっても多いですね。でもグラフ①を見ると、
令和 2 年度から毎年減少していますね！

森脇：彦根市ではどれくらいのごみが排出されてい
るのですか？

藤島：そうなんです。でも、リサイクル率も同じよ
うに減少してしまっているんです。グラフ②を見て
ください。

藤島：令和 4 年度の市民 1 人一日当たりのごみ排
出量は 824g（家庭系・事業系の年間のごみ量を人口と年
間日数で割って算出したもの）でした。グラフ①を見て
ください。令和４年度の市全体の 1 年間のごみなど
の総排出量は 33,648t でした。これは、25 ｍプー
ル約 56 杯分相当の重さなんです。

彦根市のごみってどれくらい？
ごみ減量・資源化推進室職員に聞いてみた

昭和 52 年　誕生（現在 46 歳）

現在　　　　延命工事をしながらも
　　　　　　現役で稼働中

（平均寿命は約 30 歳）

～燃やすごみを、燃やさない⁉～～燃やすごみを、燃やさない⁉～

お
答
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し
ま
す
！ごみ減量・資源化推進室ごみ減量・資源化推進室

藤島藤島

広報担当広報担当
森脇森脇

藤島：市では市民の皆さんと協力し、令和 13 年度に
は、ごみの年間排出量を 31,043t 以下に、リサイク
ル率を 14.3％以上にすることを目指しています。
　みんなで持続可能な社会をつくっていきましょう！みんなで持続可能な社会をつくっていきましょう！

藤島：リサイクル率は年々低下しており、令和４年
度には 12.6％となっています。リサイクル率が低
下しているということは、資源になり得るものもごみ
として処理されているということ。つまり、その分処
理するごみの量が増えているということになります。
　また、令和 4 年度に要したごみ処理費用は合計で
約19 億 7,215 万円です。市民 1 人当たりに換算す
ると、約 17,600 円にもなります。

森脇：なるほど！リサイクル率を上げることは、ご
みの減量、環境への負荷軽減にもつながるし、お財
布にも優しいということなんですね。

　国連サミットで採択された
SDGs（持続可能な開発目標）の
目標 12「つくる責任 つかう責
任」には 11 項目のターゲット
があり、その中に「2030 年ま
でに、廃棄物の発生防止、削
減、再生利用及び再利用によ
り、廃棄物の発生を大幅に削減する。」という内容
が掲げられています。

　最近では、「地球温暖化」がさらに進んで「地球
沸騰化」と表現されるほど大きな問題になっていま
す。「ごみを減らす」、「リ
サイクルをする」、という
行動が二酸化炭素の排出
量を減らし、持続可能な社
会づくりにつながります。

地球を守ろう ～今、世界の環境への動きは～

　私たちの普段の生活で発生するごみ。それら　私たちの普段の生活で発生するごみ。それら
の多くは、もともと天然の資源を使って作られの多くは、もともと天然の資源を使って作られ
た製品でした。紙やプラスチック、金属などをた製品でした。紙やプラスチック、金属などを
大切に使わなければ、将来、資源が足りなくな大切に使わなければ、将来、資源が足りなくな
るかもしれません。また、製品の製造や運搬にるかもしれません。また、製品の製造や運搬に
は石油などの多くのエネルギーが使われています。は石油などの多くのエネルギーが使われています。
　ごみを燃やすと二酸化炭素が発生しますが、　ごみを燃やすと二酸化炭素が発生しますが、

問 清掃センター　☎ 22-2734　 清掃センター　☎ 22-2734　FAX 24-778724-7787
　 生活環境課 ごみ減量・資源化推進室　☎ 30-6116　　 生活環境課 ごみ減量・資源化推進室　☎ 30-6116　FAX 27-03927-03955

多量の二酸化炭素の排出は地球温暖化をもたら多量の二酸化炭素の排出は地球温暖化をもたら
し、人間だけではなく動植物にも大きな悪影響をし、人間だけではなく動植物にも大きな悪影響を
及ぼします。私たちの住む地球の環境を守ってい及ぼします。私たちの住む地球の環境を守ってい
くためには、資源を有効に活用しモノを大切に使くためには、資源を有効に活用しモノを大切に使
う、環境にやさしいライフスタイルへと転換してう、環境にやさしいライフスタイルへと転換して
いくことが求められています。いくことが求められています。

それ、分別しませんか？それ、分別しませんか？
～自然を守り、未来へつなぐ～～自然を守り、未来へつなぐ～

彦根市のごみのほとんどは清掃センターで処理されています

特集特集

彦根市のごみ処理施設のこれから彦根市のごみ処理施設のこれから

　現在、彦根市、愛荘町、豊郷町、甲良町、多賀町の 1
市 4 町では、ごみを燃やすことなく処理し、固形燃料へ
と変える好気性発酵乾燥方式を導入した、環境への負荷
が少ない新ごみ処理施設の建設を検討しています。
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それ、本当に燃やすごみ？
容器包装プラスチックをキチンと分別して資源にしよう

～家庭から出た容器包装プラスチックはどうなるの？～

容器包装プラスチックの行方

interviewinterview

①破
は

袋
たい

機
き

ごみ袋を機械で破きます。
②手選別
一つひとつ手作業で選別し、資源化
できないものを取り除きます。

③圧縮梱包、出荷
再生製品に生まれ変わらせるため、
圧縮梱包し、リサイクル事業者へ出
荷します。

④リサイクル事業者
リサイクル事業者で製品に加工さ
れます。彦根市で排出された容器
包装プラスチックは、パレットに生ま
れ変わっています（約 20,000 枚 / 年）。

※工場などで荷物を運ぶときに使うものです。※工場などで荷物を運ぶときに使うものです。
エコパレットエコパレット

※マークが無いものもあります。

食品トレイや
卵パック

果物のネット

ペットボトルの
キャップ・ラベル

カップ麺の容器

など

「
埋
立
ご
み
」
に

　
　
　

出
し
ま
し
ょ
う

　容器包装プラスチックは、清掃センターにある「容器　包装プラスチック資源化
施設」に集められます。ここでは、さまざまな原料にリ　サイクルする前段階の工
程として、容器包装プラスチックの中の不適物を除去し、　圧縮梱包しています。

作業の流れ

歯ブラシ文房具プラスチック製
のコップ

硬
質
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

金
属
と
の
複
合
品

など

おもちゃ ハンガー ビデオテープ

など

◀おにぎりの包装プラ　
　※シールが貼られた
　　ままでも出せます。

▶発泡スチロール

こんなものも容器包装プラスチック

プラスチッ　クでできた容器や包装のことです。

このマークが目印です。

容器包装プラスチック

容器包装　プラスチックとは？

容器包装プラスチ　ックに間違えられやすいもの

容器包装プラスチックの出　し方３STEP容器包装プラスチックの出　し方３STEP

正しく分別し中身を
空にする！

汚れのあるものは、水で軽
くすすぎ、水切りをする！

容器包装プラスチック
指定専用袋に入れて出す！

選別作業をする職員からの

お願い

例
：
カ
ッ
プ
焼
き
そ
ば
の
ご
み

※水洗いはせ
ず、はたくな
どして中身を
空にすれば出
せます。

※紙製のものも
あります。

液体洗剤
などの容器

お菓子（ポテトチッ
プスなど）の袋

▲動画で分別方法
が見られます（出
典：日本容器包装
リサイクル協会）。

彦根市廃棄物減量等推進審議会彦根市廃棄物減量等推進審議会

加加
かか

屋屋
やや

  委員委員ペットボトルは「ペット
ボトル回収ボックス」へ

　彦根市でごみの分別に熱
心に取り組み、彦根市廃棄
物減量等推進審議会の委員
もされている加屋さんにお
話を聞きました。

子どもたちの未来を、守っていきたい

だから、分別を続ける

未来のために、できることから少しずつ

　「学生のころから環境問題には関心があったのですが、きっ
かけというと、子どもが生まれたことかな。」と語る加屋さ
ん。それまでは自分自身の生活や未来のことは考えていまし
たが、出産したことで、子どもの未来の環境についても意識
するようになったと言います。「子どもたちが大人になったと
きに、良い未来であってほしいなと思ったんです。」

　「このような環境にしているのは、私たち大人たちなんで
すよね。」と続けます。「昨年、市内小学校で運動会中に複数
の児童が熱中症で病院へ搬送されましたよね。このことを受
け、子どもたちが外で楽しく運動できるように私たちがして
いかないと、と改めて思いました。子どもの野球の試合の応
援に行っても、夏は暑さとの戦いになっていて辛そうです。
だからこそ、私たちにできること、分別を続けることで、子
どもたちが夏でも外で運動できる、そんな環境を守りたいん
です。」と話していました。

　最後に、市民の皆さんへ伝えたいことを聞きました。
　「分別も大切ですが、包装材も意識してみてはどうでしょう
か？プラスチックを使用していない商品を選ぶことも一つの
手段だと思っています。未来の環境は、買い物などの日常の
行動で変わるかもしれません。他人事として考えず、未来を
担う子や孫世代のためにも、楽しく続けるのがコツです！」

い
つ
で
も
出
せ
ま
す

※ 2・3 回すすぐだけでこ※ 2・3 回すすぐだけでこ
んなにきれいになります！んなにきれいになります！

11 22 33

※回収ボックス以外にも、店舗
回収されているスーパーやド
ラッグストアなどもあります。

袋を二重にするのはやめましょう！袋を二重にするのはやめましょう！
　二重袋は機械で破ききれません。また、中に入っ
ているものが確認しづらいため、作業員のけがにつ
ながる危険性もあります。

「正しい」分別をお願いします！「正しい」分別をお願いします！
　火災やけがの原因となるライターや
刃物などの危険物は、容器包装プラス
チックではありません。詳しい分別に
ついては彦根市ホームページ（QR コー
ド）から調べることができます。

▲刃物（カッター・
はさみ・カミソリ）

▲乾電池▲ライター

実際に混入していた危険物（一例）！
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